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天然資源､エネルギー､経済､環境の結合モデルの設計と分析

―投入・産出分析―
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概　要

　投入産出法による線形モデルを使って、天然資源、エネルギー、経済、環境保全の関連をモ

デル化することと、連関表の解析を行う手法について述べる。紹介する内容は７つである。

１．モデル作成に必要な基本的なアイデアと方法の紹介

　ここでは人間の経済活動が、天然資源や環境との間に負のフィードバック関係があることと、

人間の資源や環境の修復活動モデル。

２．追加機会コストという新概念の導入

　製造コストと人間の活動のプロセスを加味したコストの導入の考え方。

３．新しい投入産出表の設計

　通常の産業連関表に資源の修復と公害防止のための支出の欄、および資源の消費や公害物質

の排出についての項目を追加した表の設計。

４．モデルの設計

　連関表を計算するための数式についての考察。

５．中国における応用例

　1992 年の産業連関表を使って、ＣＯ2やＳＯ2 などの排出と除去の費用などを評価。

６．応用の考え方

　グリーンＧＤＰや価格変化を取り入れた中国の例を具体的な数値で表現し、対応シナリオを

2020 年のＧＤＰをベースにして４ケース考え、その結果を紹介。

７．結論と今後の課題

　以下、英文資料を添付する。














